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1 ．は じ め に

　火 薬
・
燃料 貯 蔵 庫 の 爆 発 ，火 山 噴 火 等，人 為的 事 故 や

自 然 災 害
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こ ltる 人 規 模 爆 発 は ヒ ル や 家 屋 の 構 造 物 や そ

に 住 わ 人 々 に 甚 大 f’被 害 を 及 ほ 1’．今 日 ： ヂ ろ t
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度 勺 齔 中 を 伝 播 1．る 爆 風 ・ノ川 r視 仕 緒 果 な ド 磐 二数 値 1・｛算
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3 ．実験装置 ・方 法

　図 1 に 100   mmX1000mm 　．x　700mm 爆 発 槽 を 示
．
｝
一
・二 の k・

置 は 内 部 を 密 閉 で き る 構 造 1
’
な り て お り，．止祁板 中’t．・に

は 爆 薬 を 固 定 ・起 爆 す る た め の 気柱 h 殳置 さ れ て い る．

起 爆 位 督 は 上 下 ち 向 に 可 勳 c3 ろ が 今 回 ほ 爆 発 槽 中 心 、

固 定 t た ．爆 風 伝 播 の 様 子 を 直 径 lm の 犬 製 シ ュリ
・一一レ ン
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4．実験結果 及 び 考察

　図 2　 3．3 ／K 剛 ハ 品 度 勾 配 が 有 る 状 態 と 温 度 勾 配 の 無

い 状 態 て ，起 爆 後 10Go μ s の 可 視 化 結 甲 で 1 ！5 ・球 状 a ，

先 f」衝 撃波 と
一
二次 衝 撃 波 が 伝播 し 上 F 壁 面

一
c 反 射 す ろ 様

子 を 確 認 で t ／ 　 ，爆 風 形 状 しり 相 違 を 定
．
吐 的 に 比 較 t．る

の け 唄 難 て の っ た ．今 回 の 1皿Qv勾 配 ほ 実 略 ノ kLtth 度 械

．．−280．一．

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Society of Fluid Mechanics

NII-Electronic Library Service

Japan 　Soolety 　 of 　 Fluld 　 Meohanlos

衰率 6〜7 × 正03 ［K／m ］と比 べ て 非常 に 大 き か っ た が ，高 々

数 百 mm 範 囲 内 で の 可 視 化 だ っ た の で 両者 の 相違 が 大 き

く現 れ な か っ た と考 え ら れ る．ま た 各 可 視化 結 果 に は ノ

イ ズ と み ら れ る T一渉 縞 を 多 く 確 認 で き る ．こ れ は 光 学 系

が 大 規 模 で 光路内気体非
一

様 性 が 積 分 され て ホ m フ ィ ル

ム 上 に 結像 し た た め と考 え ら れ る．今 後 こ れ ら の 不 具 合

を 改善 す る と と もに ，圧 力 測 定 ・ス ケール 則
7 ）

を 用 い て ，
定性 的 か つ 定 量 的 に 現 象 を 評 価 す る 必 要 が あ る ．

5．数値 計算

　 支 配 方 程 式 に は 二 次 元 軸 対 称 Euler 方程 式 を 用 い た ．
こ れ に 初 期 状 態 を 保 持 す る た め 重 力 項 を 加 え た ．計 算 は

支 配 方 程 式 を 有 限 体積法 で 差分 し TVD 条件 を 付 加 した

WAF 法
e｝

で 数 値流 束 を 評 価 し た ．計 算 領 域 は 半径 5km 高

度 5km の 円 筒 領 域 と し，計 算格 子 は
一一

辺 5皿 の 正 方 形 を 用

い た．爆 発 は TNT 爆薬 30t に 相 当す る 高圧 領 域 を 上 空

1．5km の 地 点 に 仮定 し た ．大 気 状 態 は 6 × 105 ［K／km］の 温

度 減 衰 率 を 持 つ 温 度 勾 配 を 仮 定 し，そ れ に 対 応 す る密 度

及 び 圧 力 は 状態 方程 式 か ら 求 め た ．

　図 3 に 温 度 勾 配 が fiる 場 合 と 無 い 場 合 の 爆 風 伝播過程

（等密度線 図 ） を 示 す ．重 力 項 を 加 え た こ と で 温 度 勾配

に よ る 密 度 分 布 は 衝 撃波伝 播 後 も比 較 的 変 動 せ ず ，爆 風

伝播 に 影 響 を 与 え て い る と考 え られ る が，実 験 結果 同 様

爆 風 形 状 に 大 き な 違 い を 認 め る こ とは で きな か っ た ．そ

こ で 爆 心 か ら 地 上 tkm ，2km ，3km 地 点 の 圧 力 履 歴 よ り

読 み 取 っ た 過 剰 圧 と距離 の 関係 （図 4），爆 風 伝播時 間 と

距 離 の 関係 （図 5） で 比 較す る と，温 度勾配 が 有 る と 過

剰 圧 は 全 体 的 に 強 く爆 風 伝 播 時 間は 爆 心 に 近 い ほ ど遅 く

な る 傾 向 が み られ た ，し か し そ の 差 は 微 小 で あ り 単 純 な

温 度 勾配 の み の 影 響 は 非 常 に 弱 い と 考 え られ る ．

6．ま と め

　温 度勾配 中を伝播す る 球状 衝 撃波 の 様 子 を 可 視化 し た

が ，そ の 影 響 を 確 認 す る こ とは で きな か っ た ，可 視 化 上

の 問 題 点 も あ る の で 今 後 改 善 の 必 要 が あ る．虫 た 数 値 計

算 結 果 か ら は 温 度 勾 配 の 影 響 を 確 認 す る こ と は で き た が

そ の 違 い は 微 小 で あ っ た ，

　　 Fig・2　Visualization　ofpropagatlng 　b 【ast 　wave ：

（Left）Normal 　conditton ； （Right ） Temperaturc　gradrent：

　　　　 　　 Fig．3　Numencal 　rcsults ：

（Left ＞ Nermal 　cond 且tion，（Right） Tempcraturc　gradient：
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